


墨
田
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
落
語
家
の

五
街
道
雲
助
師
匠
が
、
一
昨
年
、
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（人
間
国
宝
）
に

認
定
さ
れ
、
昨
年
、
墨
田
区
の
名
誉
区

民
に
な
り
ま
し
た
。
落
語
家
と
し
て
の
人

間
国
宝
は
４
人
目
で
、
墨
田
区
に
と
っ
て

大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。
雲
助
師
匠
の

人
間
国
宝
誕
生
に
よ
っ
て
伝
統
文
化
の

一
つ
で
あ
る
落
語
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
実
は
歴
史
を
紐
解
く
と
、
「落

語
の
ま
ち
す
み
だ
」
と
い
う
言
葉
が
当
て

は
ま
る
の
で
す
。
江
戸
落
語
の
始
祖
は
、

１
６
８
０
年
代
の
貞
享
年
間
か
ら
元
禄

に
か
け
て
、
辻
噺
を
得
意
と
し
た
鹿
野

武
左
ヱ
門
で
し
た
が
、
奉
行
所
の
咎
め
を

受
け
て
伊
豆
大
島
に
流
さ
れ
、
そ
の
死

後
は
江
戸
落

語
が
途
絶
え
か

か
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
約

１
０
０
年
後
の

天
明
４

（１
７

８
４
）年
に
、
今

の
秋
葉
神
社
近

く
に
あ
っ
た
武

蔵
屋
と
い
う
料

理
屋
で
、
狂
歌
師
で
戯
作
者
だ
っ
た
烏

亭
焉
馬
が
噺
の
会
を
開
い
た
の
が
近
代

落
語
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
の
チ
ラ
シ
を
書
い
た
の
が
太
田
南
畝

で
、
狂
歌
師
１
０
０
人
ほ
ど
が
集
ま
る
会

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
会
を
重
ね

る
に
つ
れ
、
一
般
人
も
加
わ
る
よ
う
に
な

り
、
噺
家
と
い
う
職
業
が
成
り
立
っ
て
い

き
江
戸
落
語
が
隆
盛
を
極
め
て
い
く
の

で
す
。
焉
馬
の
死
後
、
数
多
く
の
落
語
の

名
人
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
人
、
怪

談
噺
の
元
祖
と
称
さ
れ
た
初
代
林
家
正

蔵
は
、
本
所
林
町
（現
立
川
１
・
２
丁

目
）
に
住
む
な
ど
、
多
く
の
噺
家
が
す
み

だ
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

墨
田
区
に
住
ん
だ
歴
史
に
残
る
名
人

落
語
家
を
２
人
紹
介
し
ま
す
。
明
治
の

巨
匠
と
い
わ
れ
た
三
遊
亭
圓
朝
は
、
「真

景
累
ケ
淵
」
「牡
丹
灯
籠
」
「文
七
元

結
」
「芝
浜
」
「心
眼
」
な
ど
多
く
の
古
典

落
語
の
名
作
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
圓

朝
が
、
明
治
９
（１
８
７
６
）
年
秋
か
ら

２０

（１
８
８
７
）
年
ま
で
の
約
１０
年
間
、

本
所
南
割
下
水
通
り
南
二
葉
町
２３
番

（現
亀
沢
２‒

１２
）
に
旗
本
屋
敷
跡
約

１,
７
０
０
㎡
を
購
入
し
、
南
割
下
水
か

ら
水
を
引
い
て
池
を
造
り
、
羅
漢
堂
と
い

う
庵
な
ど
も
造
っ
て
住
ん
だ
の
で
す
。
「塩

原
太
助
一
代
記
」
は
こ
こ
で
太
助
の
こ
と

を
知
り
、
調
べ
て
作
っ
た
噺
で
す
。
ま
た
、

圓
朝
は
、
明
治
２２
（１
８
８
９
）
年
に
、

初
代
圓
生
の
追
善
供
養
と
、
三
遊
派
落

語
の
発
展
祈
願
と
し
て
、
木
母
寺
境
内

に
「三
遊
塚
」
を
建
立
し
ま
す
。
立
派
な

石
碑
の
表
の
書
は
山
岡
鉄
舟
、
裏
は
高

橋
泥
舟
に
よ
る
も
の
で
す
。
も
う
一
人

は
、
昭
和
の
名
人
、
古
今
亭
志
ん
生
で

す
。
主
な
演
目
は
「火
焔
太
鼓
」
「唐
茄

子
屋
政
談
」
「品
川
心
中
」
「三
枚
起

請
」
「お
直
し
」
「ら
く
だ
」
「子
別
れ
」
な

ど
豊
富
で
す
が
、
落
語
家
人
生
の
前
半

は
貧
乏
の
連
続
で
志
ん
生
を
名
乗
る
ま

で
１６
回
改
名
す
る
な
ど
そ
の
破
天
荒
な

人
生
が
芸
を
成
し
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
志
ん
生
は
、
昭
和
３
（１
９
２
８
）年

か
ら
１１

（１
９
３
６
）
年
ま
で
の
約
９
年

間
、
業
平
の
今
の
本
所
税
務
署
の
裏
あ

た
り
の
長
屋
に
住
み
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
極
貧
の
生
活
に
加
え
、
蚊
や
な
め
く

じ
が
多
く
出
た
こ
と
か
ら

「な
め
く
じ
長

屋
」と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
落
語
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
も

墨
田
区
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。
「文
七

元
結
」
に
出
て
く
る
本
所
達
磨
横
丁
は

今
の
東
駒
形
１
丁
目
に
あ
り
ま
し
た
。

「中
村
仲
蔵
」
が
願
を
か
け
に
行
く
の
は

柳
島
妙
見
の
法
性
寺
で
す
。
向
島
に
住

ん
だ
春
風
亭
柳
好
が
得
意
と
し
た

「野

ざ
ら
し
」
の
舞
台
は
言
問
団
子
あ
た
り
の

隅
田
川
岸
で
す
。
昔
の
す
み
だ
の
風
景
を

想
像
し
な
が
ら
落
語
を
聴
く
の
も
い
い
で

す
ね
。

（元
墨
田
区
副
区
長　

髙
野　

祐
次
）
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